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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 114,479 ― 6,329 ― 6,138 ― 3,292 ―
20年3月期第2四半期 110,929 4.5 5,036 49.8 5,447 39.1 3,176 29.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 60.77 ―
20年3月期第2四半期 58.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 230,867 145,098 61.5 2,622.18
20年3月期 230,923 145,995 61.4 2,615.71

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  142,038百万円 20年3月期  141,695百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00
21年3月期 ― 20.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 20.00 40.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 257,000 3.3 18,000 19.0 18,300 18.8 9,400 13.7 173.53

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、３ページ【定性的情報・財務諸表】３．連結業績予想に関する定性的情
報をご覧下さい。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第
14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  54,216,463株 20年3月期  54,216,463株
② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  48,183株 20年3月期  45,381株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  54,170,017株 20年3月期第2四半期  54,174,951株

AQUARIUS
スタンプ



【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間における経済状況は、米国、欧州に端を発した世界的な金融不安が株式市

場や為替の急激な変動を引き起こし、国内経済において輸出産業の不振、企業収益の悪化、消費者

マインドの減退など、一層減速感が強まる状況となりました。住宅設備業界では、昨年の建築基準

法改正の影響は収束に向かっているものの、不動産市況の悪化や消費者の住宅購入意欲の低下によ

り未だ本格回復には至っておりません。 

 このような状況のもと、当社グループは中期経営計画「Ｖシフトプラン」の最終年度に入り、

「安心・快適・環境」をテーマとした中期重点施策への取り組みを強化してまいりました。中でも

世界的に関心が高まる環境分野におきまして、米国で販売しておりますガス瞬間式給湯器（タンク

レス給湯器）が環境対応商品として高い評価をいただき、米国ＡＳＥ（The Alliance to Save 

 Energy：１９７７年設立の省エネルギー化を推進する非営利団体）よりエネルギー効率大賞の一つ

である「Super Nova Star Award（スーパーノバ スターアウォード）」を受賞いたしました。一

方、国内では環境対応商品の拡大のほかに、全てのガスコンロバーナーに安全センサーを搭載する

など、安全高度化への対応を積極的に進めてまいりました。 

 販売面においては、国内の新築住宅販売の低迷や消費者の購買心理の冷え込みにより販売台数は

減少基調で推移いたしましたが、製品の高機能化、安全高度化にともなって市場価格が上昇したこ

とと底堅い買替需要に支えられたことで、売上は堅調な結果となりました。また、海外は円高によ

るマイナス影響を受けましたが、北米、アジア、オセアニアともに現地需要は順調に推移いたしま

した。 

 損益面につきましては、積極的な新製品投入や中期経営計画のテーマである全社的な意識改革、

構造改革がグループ全体の製造及び販売部門の収益体質の改善効果として次第に顕在化してきたこ

とによって利益を伸ばすことができました。 

 この結果、当第２四半期累計期間の連結業績は、売上高１,１４４億７９百万円（前年同期比 

３.２％増）、 営業利益６３億２９百万円（前年同期比２５.７％増）、経常利益６１億３８百万円

（前年同期比１２.７％増）、四半期純利益３２億９２百万円（前年同期比３.７％増）となりまし

た。 

 主な部門別の売上高の概況は次のとおりであります。 

〈厨房機器部門〉 

 国内では、安全高度化への取り組みとして全バーナーに温度センサーを搭載したガスコンロのラ

インナップを一新するとともに、昨年度から販売を開始しました上級グレードのビルトインコンロ

「ＤＥＬＩＣＩＡ（デリシア）」シリーズが好調に推移いたしました。海外においては為替の影響

を受けたものの、韓国では卓上型コンロ、オーブンが伸長し、中国では卓上型コンロが広域に普及

拡大いたしました。 

 厨房機器全体の売上高は前年同期比１０.４％増の３８７億８１百万円となりました。 

〈給湯機器部門〉 

 国内では給湯暖房機やふろ給湯器において環境に配慮した高効率給湯器「エコジョーズ」が市場

の環境意識の高まりとともに着実に浸透し、伸長しております。さらに、アメリカではタンク式か

ら省エネに優れたタンクレス式への市場変化を背景に、当社のタンクレス給湯器の認知度の高まり

とともに順調に売上を伸ばしました。中国、オーストラリアでの給湯器も伸長し、海外全般で好調

な結果となりました。 

 給湯機器全体の売上高は前年同期比２.７％増の５０４億１４百万円となりました。  

〈空調機器部門〉 

 空調機器については、暖房機が需要期となるオセアニア地域においてオーストラリアのファンヒ

ーターやストーブが好調でありましたが、ニュージーランドではＦＦ暖房機が低調となり、空調機

器全体の売上高は前年同期比１１.７％減の８４億９６百万円となりました。 



  

（売上高の内訳）  

(注）「連結経営成績に関する定性的情報」における前年同期の数値及び前年同期比は、参考として

  記載しております。 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末における総資産は前期末に比べて５６百万円減少し、２,３０８億６７百万円とな

りました。また、負債は８億４０百万円増加し８５７億６８百万円となり、純資産は８億９６百万

円減少し１,４５０億９８百万円となりました。これらの結果、自己資本比率は６１.５％となりま

した。 

 キャッシュ・フローの状況については次のとおりであります。 

 当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による２０

億４５百万円の支出、投資活動による５５億５百万円の支出、および財務活動による３５億９百万

円の収入等から、３５７億７０百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  主に税金等調整前四半期純利益６０億９７百万円、減価償却費４０億７０百万円、および売上債

権の減少額４４億１６百万円等による資金の増加と、たな卸資産の増加額５５億７５百万円および

法人税等の支払額４４億７９百万円等による資金の減少により、営業活動によって支出した資金は

２０億４５百万円となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 主に固定資産の取得による支出４８億３３百万円および投資有価証券の取得による支出３６億 

３９百万円により、投資活動の結果支出した資金は５５億５百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 主に在外子会社における短期借入金の純増加に伴う収入４８億４６百万円と、配当金の支払額９

億７４百万円により、財務活動によって得られた資金は３５億９百万円となりました。 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、世界的な金融不安を背景に為替や原油・原材料価格の急激な変

動など、今後の動向は全く予断を許さない状況が続くものと予想されます。これらのリスク要因が

当社グループの業績に与える影響は大きく、今後の動向を冷静に見極め、対処していくとともに不

測の事態に耐えうる財務体質の健全化を図ることが重要課題であると考えます。したがって、第３

四半期に最需要期を迎えます当社としましては、現時点で通期の業績見通しに対する修正は据え置

くことといたします。 

機器別 

  

前年同期 

（平成19年４月1日～ 

 平成19年９月30日） 

当第２四半期累計期間 

（平成20年４月1日～ 

 平成20年９月30日） 

増  減 

  

前  期 

（平成19年４月1日～ 

 平成20年３月31日） 

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比 

  （百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

厨房機器 35,122 31.7 38,781 33.9 3,659 10.4 78,573 31.6 

給湯機器 49,081 44.2 50,414 44.0 1,332 2.7 111,625 44.9 

空調機器 9,622 8.7 8,496 7.4 △1,125 △11.7 21,689 8.7 

業用機器 3,975 3.6 3,434 3.0 △540 △13.6 7,729 3.1 

その他 13,128 11.8 13,351 11.7 223 1.7 29,144 11.7 

合 計 110,929 100.0 114,479 100.0 3,549 3.2 248,761 100.0 



４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

  該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

簡便な会計処理 

・税金費用の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19

年３月14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第14号 平成19年３月14日）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従

い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を第１

四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）に変更しております。 

 なお、この変更に伴う損益に与える影響及びセグメント情報に与える影響は軽微でありま

す。 

③ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報

告第18号 平成18年５月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修

正を行っております。 

 なお、この変更に伴う損益に与える影響及びセグメント情報に与える影響は軽微でありま

す。 

④ 「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審

議会第一部会）、 平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委

員会）、平成19年３月30日改正））を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移

転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更しております。また、所有権移転外

ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数と

し、残存価額をゼロとして算定する方法によっております。 

 なお、この変更に伴う損益への影響はありません。 



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,686 24,217

受取手形及び売掛金 58,792 65,811

有価証券 23,468 28,144

商品及び製品 20,277 15,621

原材料及び貯蔵品 10,886 10,766

その他 10,731 5,813

貸倒引当金 △2,224 △3,299

流動資産合計 144,617 147,077

固定資産   

有形固定資産 44,233 45,224

無形固定資産 1,419 1,447

投資その他の資産   

投資有価証券 26,611 25,319

その他 16,075 12,589

貸倒引当金 △2,091 △733

投資その他の資産合計 40,596 37,174

固定資産合計 86,249 83,846

資産合計 230,867 230,923



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 43,308 44,873

短期借入金 11,051 7,574

未払法人税等 3,109 4,340

賞与引当金 2,681 2,263

その他の引当金 346 585

その他 13,745 14,336

流動負債合計 74,243 73,973

固定負債   

長期借入金 4,205 5,360

退職給付引当金 4,827 3,016

その他の引当金 59 1,485

その他 2,432 1,091

固定負債合計 11,524 10,954

負債合計 85,768 84,927

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,459 6,459

資本剰余金 8,719 8,719

利益剰余金 125,863 124,609

自己株式 △141 △129

株主資本合計 140,902 139,659

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △980 △466

為替換算調整勘定 2,117 2,502

評価・換算差額等合計 1,136 2,036

少数株主持分 3,059 4,299

純資産合計 145,098 145,995

負債純資産合計 230,867 230,923



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

売上高 114,479

売上原価 81,741

売上総利益 32,737

販売費及び一般管理費 26,407

営業利益 6,329

営業外収益  

受取利息 474

持分法による投資利益 340

その他 403

営業外収益合計 1,219

営業外費用  

支払利息 428

為替差損 938

その他 44

営業外費用合計 1,411

経常利益 6,138

特別利益  

固定資産売却益 37

貸倒引当金戻入額 11

関係会社清算益 13

特別利益合計 62

特別損失  

固定資産除却損 53

投資有価証券評価損 39

その他 10

特別損失合計 103

税金等調整前四半期純利益 6,097

法人税、住民税及び事業税 3,391

法人税等調整額 △332

法人税等合計 3,059

少数株主損失（△） △253

四半期純利益 3,292



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 6,097

減価償却費 4,070

賞与引当金の増減額（△は減少） 420

売上債権の増減額（△は増加） 4,416

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,575

仕入債務の増減額（△は減少） △409

その他 △6,868

小計 2,151

利息及び配当金の受取額 706

利息の支払額 △422

法人税等の支払額 △4,479

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,045

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △6,336

定期預金の払戻による収入 6,393

有形固定資産の取得による支出 △4,833

投資有価証券の取得による支出 △3,639

その他 2,910

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,505

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,846

配当金の支払額 △974

その他 △362

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,509

現金及び現金同等物に係る換算差額 632

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,408

現金及び現金同等物の期首残高 39,178

現金及び現金同等物の四半期末残高 35,770



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。ま

た、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）  

 当社グループの事業内容は、熱機器等の製造及び販売であり、その製品の種類・性質・製造

方法・販売市場等の類似性を考慮しますと、単一のセグメントによっているため、事業の種類

別セグメント情報の記載を省略しております。  

〔所在地別セグメント情報〕 

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

（注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。 

      ２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

       アジア…韓国、中国、台湾、タイ、シンガポール、ベトナム 

        その他の地域…アメリカ、オーストラリア、ニュージーランド 

〔海外売上高〕 

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

（注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。 

      ２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

          アジア…韓国、中国、台湾、タイ、シンガポール、インドネシア、マレーシア、ベトナム等

          その他の地域…アメリカ、オーストラリア、ニュージーランド等 

      ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  日本 
（百万円）

アジア 
（百万円）

その他の
地域 
（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円）

連結 
（百万円）

売上高            

(1）外部顧客に対する 

売上高 
74,798 22,682 16,997 114,479 － 114,479 

(2）セグメント間の 

内部売上高 
9,582 1,376 320 11,280 (11,280) － 

計 84,381 24,059 17,318 125,759 (11,280) 114,479 

営業利益又は営業損失(△) 5,096 △983 2,285 6,398 (68) 6,329 

  アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 25,154 18,512 43,666 

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － 114,479 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 22.0 16.2 38.1 



「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

（１）中間連結損益計算書 

 
前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

区分 金額（百万円） 
百分比 
（％） 

Ⅰ 売上高   110,929 100.0

Ⅱ 売上原価   81,389 73.4

売上総利益   29,540 26.6

Ⅲ 販売費及び一般管理費   24,504 22.1

営業利益   5,036 4.5

Ⅳ 営業外収益      

１ 受取利息 430    

２ 受取配当金 133    

３ 持分法による投資利益 182    

４ 為替差益 17    

５ その他 345 1,110 1.0

Ⅴ 営業外費用      

１ 支払利息 595    

２ 手形売却損 97    

３ その他 5 698 0.6

経常利益   5,447 4.9

Ⅵ 特別利益      

１ 固定資産売却益 285    

２ 貸倒引当金戻入益 88    

３ その他 16 390 0.4

       

Ⅶ 特別損失      

１ 固定資産除却損  111    

２ 減損損失 6    

３ 投資有価証券評価損 199    

４ 退職給付費用 604    

５ その他 91 1,012 0.9

税金等調整前中間純利益   4,825 4.3

法人税、住民税及び事業税 2,514    

法人税等調整額 △724 1,790 1.6

少数株主損失（△）   △141 △0.1

中間純利益   3,176 2.9

       



（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 
前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・ 
フロー 

 

税金等調整前中間純利益 4,825 

減価償却費 3,764 

貸倒引当金の減少額(△) △16 

賞与引当金の増加額  170 

退職給付引当金等の増加額 262 

前払年金費用の増加額(△)  △266 

受取利息及び受取配当金 △563 

支払利息 595 

持分法による投資利益 △182 

固定資産除却損 111 

売上債権の増加額(△) △2,380 

たな卸資産の増加額(△) △2,657 

仕入債務の減少額(△) △2,442 

未払消費税等の減少額(△) △193 

その他 △1,205 

小計 △179 

利息及び配当金の受取額 609 

利息の支払額 △557 

法人税等の支払額 △3,656 

営業活動によるキャッシュ・ 
フロー 

△3,785 

 



 
前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

区分 金額（百万円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・ 
フロー 

 

定期預金等の預入による支
出 

△5,258 

定期預金等の払戻による収
入 

6,118 

有価証券の売却による収入 93 

有形固定資産の取得による
支出 

△4,037 

有形固定資産の売却による
収入 

620 

無形固定資産の取得による
支出 

△339 

投資有価証券の取得による
支出 

△2,492 

投資有価証券の売却による
収入 

4,059 

その他 △282 

投資活動によるキャッシュ・ 
フロー 

△1,516 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・ 
フロー 

 

短期借入金の純増加額 3,310 

長期借入による収入  5,319 

長期借入金の返済による支
出 

△5,352 

配当金の支払額 △866 

少数株主への配当金の支払
額 

△4 

その他 △13 

財務活動によるキャッシュ・ 
フロー 

2,393 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換
算差額 

674 

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額
(△) 

△2,233 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残
高 

30,034 

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期
末残高 

27,800 

   



（３）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 
 当中間連結会計期間、前中間連結会計期間及び前連結会計年度における当社グル－プの事業内容は、熱機器

等の製造及び販売であり、その製品の種類・性質・製造方法・販売市場等の類似性を考慮しますと、単一のセ

グメントによっているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

〔所在地別セグメント情報〕 
前中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

 （注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア…韓国、中国、台湾、タイ、シンガポール、ベトナム 

その他の地域…オーストラリア、ニュージーランド、アメリカ 

〔海外売上高〕 
前中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

 （注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。 

２．区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア…韓国、中国、台湾、タイ、シンガポール、インドネシア、マレーシア、ベトナム等 

その他の地域…アメリカ、オーストラリア、ニュージーランド等 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 
日本 

（百万円） 
アジア 

（百万円） 

その他の地
域 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高            

(1）外部顧客に対する売上高 70,402 24,784 15,742 110,929 － 110,929 

(2）セグメント間の内部売上高 8,748 1,199 178 10,126 (10,126) － 

計 79,150 25,984 15,921 121,056 (10,126) 110,929 

営業費用 76,023 25,926 14,189 116,139 (10,245) 105,893 

営業利益 3,126 58 1,732 4,917 118  5,036 

  アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 26,798 17,062 43,860 

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － 110,929 

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占める割合

（％） 
24.2 15.4 39.5 



平成21年3月期　第２四半期決算発表(参考資料）
平成20年11月10日

リンナイ株式会社
連結決算の内容 （コード番号　5947）

連結状況 当社と子会社29社を連結しております。また、関連会社2社について持分法を適用しております。

1. 第２四半期累計期間(中間期)の業績と機器別の売上

(3)設備投資額・減価償却費及び研究開発費  (単位:百万円）

20年第2四半期累計
実績

19年9月中間期
実績

設 備 投 資 額 4,996 4,342
＊「（前期比）」は、対前年中間期増減率（％）を示しております。

減 価 償 却 額 4,070 3,764

研 究 開 発 費 3,477 3,614

2. 通期予想
(1)業績の推移 (単位:百万円）

21年3月期 20年3月期 19年3月期 18年3月期 17年3月期

予想 （売上比） 実績 （売上比） 実績 （売上比） 実績 （売上比） 実績 （売上比）

売 上 高 257,000  100.0  248,761  100.0  100.0  212,947  100.0  202,034  100.0  

営 業 利 益 18,000  7.0  15,124  6.1  5.4  10,260  4.8  10,822  5.4  

経 常 利 益 18,300  7.1  15,398  6.2  5.8  11,756  5.5  12,235  6.1  

当 期 純 利 益 9,400  3.7  8,269  3.3  2.7  5,242  2.5  6,577  3.3  

(2)機器別の売上高と構成比 (単位:百万円）

21年3月期 20年3月期 19年3月期 18年3月期 17年3月期

予想 （構成比） 実績 （構成比） 実績 （構成比） 実績 （構成比） 実績 （構成比）

厨 房 機 器 79,900  31.1  78,573  31.6  31.8  66,049  31.0  64,328  31.8  

給 湯 機 器 118,000  45.9  111,625  44.9  43.9  92,860  43.6  91,058  45.1  

空 調 機 器 21,700  8.4  21,689  8.7  8.9  22,455  10.5  18,679  9.2  

業 用 機 器 8,100  3.2  7,729  3.1  3.1  6,396  3.0  5,945  2.9  

そ の 他 29,300  11.4  29,144  11.7  12.2  25,186  11.8  22,022  10.9  

合 計 257,000  100.0  248,761  100.0  100.0  212,947  100.0  202,034  100.0  

(3)設備投資額･減価償却費及び研究開発費 (単位:百万円）

21年3月期 20年3月期 19年3月期 18年3月期 17年3月期

予想 実績 実績 実績 実績

設 備 投 資 額 12,402 8,992 8,262 8,047 8,347

減 価 償 却 費 8,746 8,354 7,547 7,665 7,016

研 究 開 発 費 7,447 7,131 6,547 6,779 6,345

＊記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

234,797

12,739

13,521

6,283

28,629

234,797

74,746

103,087

20,961

7,371

(1)業績 (単位:百万円）

20年第2四半期累計期間 19年9月中間期

実績 （売上比） （前期比） 実績 （売上比）

売 上 高 114,479  100.0  3.2  110,929  100.0  

営 業 利 益 6,329  5.5  25.7  5,036  4.5  

経 常 利 益 6,138  5.4  12.7  5,447  4.9  

四半期（中間）
純 利 益 3,292  2.9  3.7  3,176  2.9  

(2)機器別売上 (単位:百万円）

20年第2四半期累計期間 19年9月中間期

実績 （構成比） （前期比） 実績 （構成比）

厨 房 機 器 38,781  33.9  10.4  35,122  31.7  

給 湯 機 器 50,414  44.0  2.7  49,081  44.2  

空 調 機 器 8,496  7.4  -11.7  9,622  8.7  

業 用 機 器 3,434  3.0  -13.6  3,975  3.6  

そ の 他 13,351  11.7  1.7  13,128  11.8  

合 計 114,479  100.0  3.2  110,929  100.0  
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